
P7に続き、昨年の秋に発売されたB&Wのフルサイズ・ヘッドフォンのP7 Wirelessですが、ワイヤレス(BT)

の有無と意匠の違いを除き、B&WのWEBサイトにも両モデルの明確な違いを示す記述が見当たらないので、

改めてB&Wの開発担当者にどのような違いがあるのか(或いはないのか)を確認しました。 

本レビューは、その物理的な相違に併せて、両モデルのサウンドの違いにも言及しています。 

商品選定の際のお役に立ててれば幸いです。 

ṣ Ṥ 

両モデルの外観は基本的に同様ですが、イヤーカップの厚みがP7 Wirelessの方が若干あります。 

このP7 Wirelessは、P7の本体をベースにワイヤレス用の回路を本体に内蔵する分厚みが増しています。 

P7 Wirelessでは、この部分は黒いベルト状になっていて、ワイヤレス用のスィッチとインプット(USBミニ入

力端子)があります。 

一方P7は、この部分がポリッシュされたメタルリングとなっていて、P7 Wirelessに比べ、全体を引き締める

良いアクセントとなっています。 

もう一つの相違は、ヘッドバンドのクッションの厚みと形状の違いで

す。これは微妙なものですが、実際に装着した際の快適性に大きな寄

与を果たしています。 

P7のヘッドバンドのほぼ平らなクッション形状に対し、P7 Wireless

のクッションは、ややラウンド状になっていて、その分厚みを確保し

ています。 

気にしてみなければわからない程度の外観上の違いですが、装着後、

時間が経過するに従い頭頂部にかかるストレスの度合が相当異なり、P7 Wirelessの方が明らかにストレスの

度合い低く、これは P7発売後、フィールドからのリポートが反映されたものと推察されます。 

ṣ / Ṥ 

両モデルは兄弟モデルとしてパーツの多くを共有していますが、音質に関わる重要なパーツとして振動板の違

いがあげられます。 

P7とP7 Wirelessはこのパーツに異なったものを使用していますが、開発時期の新しいP7 WirelessはP9 Sig-

natureと全く同じ振動板とサラウンド(一般的にエッジと呼んでいる振動板の周辺を取り巻く部分)を共有して

います。 

P7 WirelessとP9 Signatureの開発時期はある程度オーバーラップしており、P9 Signatureで得られたテクノ

ロジーをコストの許す範囲でP7 Wirelessに投入したそうです。 



もっとも、同様なのは振動板のみであって、その振動板を前後に駆動する磁気回路は異なり、P9 Signature

では、よりハイテクかつ高価な”ショート・リングを装着したリング型の磁気回路”を搭載しています。 

また、振動板に塗布されるダンピング・マテリアルもP7 WirelessとP9 Signatureでは異なり、P9 Signa-

tureでは、ハイエンド・スピーカーの800D3シリーズのミッドレンジ及びミッドバス・ユニットである画期

的なコンティニュアム・コーンで初めて採用されたマテリアルを使用しているとのことです。 

言い換えれば、P7とP7 Wirelessにおける音質パーツの違いは、一点「振動板」のみの違いということになり

そうです。 

ṣ Ṥ 

P7 WirelessにはP7と同じケーブルが付属されていて、これを着脱することでワイヤレスでもワイヤード

でも再生が可能です。 

両モデルを同一条件で比較するため、当たり前ですが「ワイヤード」の状態で比較しています。 

使用機材は以下のようになります。 

■USB DAC/ヘッドフォン・アンプ：marantz HD-DAC1、 

■音源：iPhone7からのWAVデータ 

■USBノイズ・フィルター：AudioQuest JitterBag 

■USBケーブル：AudioQuest USB Diamond 

■電源ケーブル：AudioQuest NRG-X3 

■電源フィルター：AudioQuest Niagara1000(日本未発売) 

 

今回の比較試聴まで、P7とP7 Wirelessの違いを、単にワイヤレス機能の有無程度にしか認識していなかった

ので、様々なショウやイベントで両モデル何度も聴くことはあっても、積極的な意識を持って試聴をすること

は全くありませんでした。 

しかし言い方を変えれば、無意識で聴いている場合にはハッキリとした違いを知覚できるような大きな差はな

かったという事かもしれません。 

しかし今回は、「実は、音質に関わるパーツ＝振動板が両者で異なる」という事前インプットを基に、「違い

を聞き分ける」というマインドセットで臨みました。 



ṣ Ṥ 

上述のように、無意識下ではその違いを気にしたことも無かったというように、両者は近似のサウンドを有

しています。特に能率はもとより、サウンド・バランスやテクスチャーや音色が非常に近似なため、キャラ

クターの大きく異なったヘッドフォンを着け換えた時に生じる脳内セットアップ(?)の変更に必要な時間(新し

い音になじむ時間)がほぼ不要です。 

因みにP7やP7 Wirelessに限らず、全てのB&Wのヘッドフォンの音質検討は、余りにも有名なB&W 800シ

リーズなどのスピーカーの音質検討チームが同様に担当しているため、結果として両者(ヘッドフォンとス

ピーカー)のサウンド・バランスやキャラクターは非常に近いものがあります。 

言い換えれば、B&Wのヘッドフォンのサウンドを気に入って頂ければ、B&Wのスピーカーのサウンドにも自

然な親近感が感じ取れるはずです。 

ではP7とP7 Wirelessのサウンドのディテールの違いはどうかというと、一点、トランスペアレンシー/透明

度の違いが両者間で浮上してきます。 

P7 Wirelessのそれは、たとえ微妙であっても明らかにP7のそれを上回っていて、特に空間表現における透明

度で差がつきます。 

P7 Wirelessでは音像が空間にキリッと立ち上がり、エコーの減衰時間も長く、またその音像を取り巻くサウ

ンド・ステージの見通しもよりクリアーです。そのため、楽器やシンガーの位置関係もより明確に聴き分け

られます。音数も違います。 

しかしそれは、音色のシャープネスを故意に上げて、見せかけの解像度がアップしたような、いわば一種の

イコライゼーション的な処理によるものではなく、もっと本質的な改善によってなされたものであると分か

ります。 

弱音の明瞭度も上がるため、ダイナミックレンジが下方向に向かって拡大しているものP7 Wirelessの魅力の

一つです。 

あえて述べるとこのような違いがありますが、前述したように通常のリスニングでは意識しないであろう微

妙な違いをあえて記述するとこうなるということです。 

従って、商品選定にあたり、幾つかの要素の一つであり、これに加えて両モデル間の価格、(些細ながら)デザ

イン/アクセント、といった違いから総合的にお気に入りのモデルを判断して頂けるものと考えております。 

 



ṣPEC-P7Ṥ 

P7用のリケーブルとして、弊社D&Mが日本で企画/製造/販売しているのがPEC-P7です。 

P7とP7 Wirelessの付属のケーブルは同一のものなので、P7 WirelessとPEC-P7間の互換性も確保されていま

す。 

日頃PEC-P7への問い合わせも数多く頂いているので、この機会に本ケーブルの簡単なレビューを述べたいと

思います。 

PEC-P7はその導体に6NグレードのCu（銅）を使用しています。 

一方B&Wは、付属ケーブルの導体のクォリティーに関しては一切の

データを開示しておりません。 

付属ケーブルは、信頼性を確保するためか、或いは本体に視覚的に見

合ったものとするためか、PVC製のシースが意外に厚いためやや硬く

癖があります。 

これとは全く反対にPEC-P7は非常に柔軟で癖は一切ないので、ケーブル自体が躍ったり、ポケットやカバン

に入れたポータブル・プレーヤーがつっぱったりすることはありません。 

そういった部分でのストレスは殆ど低減出来ていると思います。 

肝心のサウンドの相違ですが、一言でいうとPEC-P7の方がよりHi-Fiであるという事です。 

キャリアの長いオーディオ・ファンであれば、アナログ・プレーヤー用のフォノ・カートリッジのMM型とMC

型のサウンド典型的な違いがお分かりになるかと思いますが、まさにそのような違いが両ケーブル間で存在し

ます。 

つまり、PEC-P7＝MC型であって、その場合、各楽器は空間の中に端正に分離、存在するように再生されるの

に対し、付属ケーブルはいわばMM型のようなサウンド・パターンを呈します。つまり、PEC-P7に比べれば大

掴みではあるけれど、ある種の音の塊として再生されるためよりエネルギッシュに聴こえるということです。 

そのため、PEC-P7は、ステージと楽器や歌手の関係が描き出されることが重要視されるジャンル（例えばク

ラシックやボーカルもの）にはぴったりですが、打ち込み系のようなものには効果が少ないかもしれません。 

しかし、このような特性を生かし、音楽ジャンル等によって2つのケーブルを交換してみるというのも、趣味

としてヘッドフォン・リスニングの持つ楽しみであると思います。 


